
式(26)，(29)，(7)より
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■ 単原子分子と２原子分子の場合
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３原子分子の自由度：６

■ ３原子分子以上の場合

運動の自由度：x，y，z，回転の自由度３
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６．気体の断熱過程
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ポアッソンの法則
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■ 交点でのpV 曲線の傾き
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交点では断熱過程のpV 曲線の傾きの絶対値は等温過程の傾きの絶対値より，

必ず大きくなる．
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■ 断熱膨張の応用ー大気の温度が海面からの高さによって，

どのように変わるか？

・空気は熱の丌導体なので，上昇時断熱的に変化すると考える．

・単位断面積の空気の柱を考え，海面からの高さh での体積dh の空気に注目する
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式(40)より

C

p

T






 1

空気は断熱膨張のため，1km上昇すると9.7℃温度が下がる．



７．熱力学第Ⅱ法則の表現

第Ⅲ章 熱力学第二法則

第一種永久機関：熱力学第一法則（エネルギー保存則）に反するような機関

第二種永久機関：熱力学第一法則に反しない永久機関．ただ一つの熱源から

熱を取り，これを仕事に変えるのみで，他に何の変化も外界

に残さない機関．ある温度の熱エネルギーを仕事に変換し，

仕事を無限に供給する永久機関．

・仕事L を全て熱Q に変換することは可能だが，熱Q を全て仕事L に

変換することは丌可能

熱源：一様な温度T の熱を供給する物体．周囲とは熱を交換するが仕事は

交換しない．自身の温度は一定に保たれる．十分大きな熱容量をもつ

物体で近似的に実現される．

熱力学第二法則は第二種永久機関作製の可能性を否定する．


